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前のページの結果から

X の密度が p(x) ⇒ X−m
σ

の密度は σp(σx+m)

である。

例 確率変数Xの密度関数が
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であるとき (図 1)，P28例より
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よりX∗の密度関数を p∗(x)とすると
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となる (図 2)。

問 確率変数Xの密度関数が

p(x) =

(
3
4
x(2− x) : 0 5 x 5 2
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とする (図 3)。P28の結果を用いて，mと σ

を求め，X∗ = X−m
σ

の密度関数 p∗(x)

を求めよ。


